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ふたたび雲南へ 
 春節休みに昆明に出かけました。昆明は昨夏に行っ

たばかり、中国にはたくさんの世界遺産があるのにそん

なものには目もくれずといった感じです。今回の目的は

「今度こそ雲南の棚田を」です。大連気温－15℃から出

発、昆明到着時は気温 17℃。30℃の温度差で私の指

のあかぎれは完治しました。 

さて、今回の観光場所は『元陽』。昆明空港から車で５

時間南下した山奥にあります。元陽近くには空港、汽車

はなく、高速道路も途中で終わり、道路は舗装整備が終

わっていないためガタガタ山道です。中国では、『元陽』

は有名な地ではなく、知らない人がほとんど。大連の友

だちに話すと「元陽？」「何があるの？」と口を揃えて言

っていました。海外では、ナショナルジオグラフィックや

写真集で雲南の棚田がたびたび紹介されており、辺ぴ

な場所にも関わらず外国人観光客が多いです。 

【元陽のデータ】 

○昆明から 300km 離れている。 

○少数民族が暮らす。 

○海抜ごとに民族が住み分けられており、海抜 600ｍま

ではタイ族、600～1000ｍはチワン族、1000ｍ～1400

ｍはミョウ族、それ以上はハニ族が暮らしている。 

○主な交通手段はバス、車。 

○元陽の棚田は 3000 段。 

○農作業は手作業。棚田の乾燥をふせぐため、11 月か

ら棚田に水をはり、５月田植え、10 月収穫。でも標高

差が 1500ｍ以上あるので棚田の場所によって作業

はひと月以上の差がある。 

 

↓夜明けを待つ 

 

 

 

 

 

 

 元陽にて初日の出。３年前まで道路端から見学してい

たそうですが、観光客が撮影場所のとりあいでケンカに

なり転落したそうで、その後展望台が設置されました。

立派な展望台より日の出を待ちました。私個人としては

道端から見たかったのだけど・・・ 

 
 冬場は霧のかかることが多く、この場所が盆地のため

風が抜けずすっきりと雲が晴れることがありませんでし

た。２時間粘ったけれど断念。雲海と棚田の幻想的な風

景でヨシとしました。早朝の気温は２℃。まずまずの気

温ですが、ずっと同じ場所で待ち続けるので体が冷え切

ってしまいました。 

↓民族衣装を着た坊や 

 
 ハニ族の親子がゆで卵を売っていました。冷え切った

体にほかほかの卵が温かく染みました。ちなみにこの子

と一緒に写真を撮ると料金が取られます。 

 

ゆかぼんの無事と大連での日常生活をお伝えする不定期便。受取拒否不可能。 

文責：Y.matsumoto 
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↓棚田（中国語では『梯田』階段の田んぼの意） 

 
 

 
 

 
 元陽の棚田は、山の斜面を利用して山の形そのまま

に田を作っているので、１段１段の段さが高く、土手もか

なり急です。幾重もの山々が全部棚田になっており、と

ころどころに集落があります。集落はそれぞれ民族の異

なる村でもあり、管理する田が決まっています。山の上

部の木々も管理されており、勝手に伐採することはでき

ません。棚田の水はすべて山からの自然の水のため、

棚田を守るためにすべてが管理されています。もちろん

米以外のものを勝手に作ってはいけません。 

集落の他に灯りはなく、夜は真っ暗闇。水の流れる音

と、新年を祝う爆竹の音だけが山に響いていました。大

連では爆竹の音は腹が立つけれど、この山村では、１

年の中で数少ない貴重な祝いの鳴り物なのだと思うと

爆竹すら感慨深いものに思えます。 

↓旦那様曰く「伊×の父さんの田んぼみたい」って。 

 
↓働き手の水牛 

 
↓夕暮れと棚田 

 
↓山の向こうに夕日 
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↓ハニ族の家 

 
茅葺き屋根です。中国語の説明では「蘑菇（キノコ）」

とありました。茅葺きの形がキノコに見えるから、らしい。

キノコには見えないけどね。 

↓ハニ族の民族衣装を着たおばちゃん（立ち話中） 

 
 元陽を含む雲南は日本のルーツと言われています。

日本の米がどこから来たのか諸説ありますが、私は雲

南説が有力だと思っています。（詳しくは『農耕の起源』

をお読みください。）目にした農機具も日本の鍬やクワと

同じ、糸を紡ぐ機具も昔の日本のものと同じでした。雲

南料理の味付けは、日本料理に似ているためとても食

べやすく感じました。 

元陽の驚くべきところは、都会から離れているとはいえ、

この地を離れず皆が自給自足の暮らしを営んでいるこ

とです。中国の貧しい農村から出稼ぎに行くことは一般

的なことで、皆が豊かな暮らしを求めています。それが

現在の中国の原動力とも思います。でも、元陽の少数

民族のように、現状に満足して生活を営む人々がいる

からこそ、元陽の棚田がこうして残っているのだと思い

ます。大切にしている豊かさが都会のそれとは違うとい

うか、独特な空気がありました。 

 中国に限らず、観光地化または都市化すると途端に

古来の町が一様化してしまいます。元陽は交通の便が

よくないため都市化する速度が遅く、いまだに民族の匂

いが強く残る土地なのだと思います。でもこのまま観光

地化が進んでいくと、土地独特の匂いも薄れていくかも

しれません。 

 

←バナナもたくさ

ん育っていました。

パパイヤやヤシ

の実もあり、南国

果物が山盛り。 

 元陽から昆明に帰る途中にモンゴル族の村に寄りまし

た。モンゴル族の言葉はひと言も聞き取れません。 

↓モンゴル族の家庭の春節用の玄関飾り 

 
↓土のレンガを積み重ねた家 

 
↓モンゴル族の民族衣装の人々 

 
↓車窓より菜の花と向こうに鉄橋 

 
 元陽から離れて都会に近いところ。長野の風景に似て

いる気がして懐かしく思えました。 


